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関口三体核力プロジェクト(TOMOE プロジェクト)では、核物性の発現機構を核子が 3 つ同時に作用して生じ

る三体核力から理解し、応用科学に展開することを目標とする。本報告では、本プロジェクトの概要と核デ

ータ創出につなげるための課題を紹介する。 
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1. 緒言 

関口三体核力（TOMOE）プロジェクトでは、原子核の物性（核物性）の発現機構を基礎から理解し、応用

科学に展開することを目標とする。核物性を創り出す核力は、長い間、2 つの核子の間に働く二体核力のみで

説明されていたが、その後の理論及び実験的研究により、核子が 3 つ同時に作用して生じる三体核力の考慮

が必要であることが明らかになってきた。このような背景の元、本プロジェクトでは適切な標的とビームを

用いて実験条件を制御する高精度実験を行い、理論を確立させ、三体核力を決定する。さらに、得られた核

力を用いた量子多体精密計算法を開発することにより、核物性を記述する量子多体系シミュレーションツー

ルを創出する。本研究プロジェクトを通じて、実測が難しい核物性の情報の予測精度向上が期待でき、これ

を用いた核データ評価を実現する。 

本報告では、本プロジェクトの概要と核データ創出につなげるための課題を紹介する。 

 

2. TOMOE プロジェクトの構成 

TOMOE プロジェクトは、三体核力を少数核子系偏極実験及びカイラル有効場理論を組み合わせて決定し

（A 班）、これを量子多体系精密計算（厳密多体計算法（B1 班）、密度汎関数法（B2 班）、原子核反応計算（B3

班））を駆使してシミュレートする。シミュレーション結果を冷却原子実験（C 班）で検証し、核データ計算

手法に落とし込むことにより、医療用 RI 生成を軸に応用へ展開する（D 班）。これらの班の有機的な連携に

よって、核力から原子力の応用までの広範囲の分野にわたって横串を刺し、相互の発展を図ることを目指し

ている。 

現状では各班が、それぞれの特性を生かした研究を開始しているが、その成果は少々先になると思われる。

ここでは、それぞれの班の目標などを紹介するとともに、現状検討が最も進んでいる核データについて、量

子多体系シミュレーションに対する期待と、逆に、シミュレーションが発展した際の妥当性検証（V&V）へ

提供できる核データについて取りまとめている。 
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